
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和元年度 第１回滋賀県がん診療連携協議会 

開 催 日 時 令和元年８月27日（火） 16：00～17：02 

開 催 場 所 クサツエストピアホテル 瑞祥の間 

出 席 者 【会員】 

滋賀県立総合病院       一山 智  （会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  松末 吉隆 （副会長） 

大津赤十字病院        石川 浩三 （副会長） 

彦根市立病院         金子 隆昭 

市立長浜病院         神田 雄史 

高島市民病院         鈴木 聡  ＜代理＞渡邊 温士 

滋賀県医師会         越智 眞一 

滋賀県歯科医師会       中村 彰彦 

滋賀県薬剤師会        大原 整 

滋賀県看護協会        廣原 惠子 ＜代理＞西井 美恵子 

滋賀県放射線技師会      古山 忠宏 

滋賀県臨床検査技師会     岩井 宗男 

滋賀県歯科衛生士会      村西 加寿美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 八木 政廣 

滋賀県健康医療福祉部     川崎 辰己 

【部会長】 

滋賀県立総合病院       山内 智香子（相談支援部会） 

大津赤十字病院        芥田 敬三 （地域連携部会） 

滋賀県立総合病院       財間 正純 （がん登録推進部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院  谷  眞至 （診療支援部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院  村上 節  （研修推進部会） 

滋賀県立総合病院       花木 宏治 （緩和ケア推進部会） 

【随行者】 

滋賀県立総合病院       湊山 祐一 （相談支援部会事務局） 

大津赤十字病院        加藤 理史 （地域連携部会事務局） 

滋賀県立総合病院       柳  香里 （がん登録推進部会事務局） 

滋賀医科大学医学部附属病院  野原 悦子 （診療支援部会・研修推進部会事務局） 

滋賀県立総合病院       田中 幹也 （緩和ケア推進部会事務局） 

滋賀県健康医療福祉部     野坂 明子 

滋賀県立総合病院       村田 昌史 

滋賀県立総合病院       松永 麻友子 

【事務局】 

滋賀県立総合病院       川邊 義巳 （兼企画運営委員会事務局） 

（敬称略） 

欠 席 者 【会員】 

公立甲賀病院         清水 和也 

（敬称略） 

議 事 概 要 【審議事項】 

1. 令和元年度の取組について 

協議会・企画運営委員会および各部会より今年度の取り組みについて、下記のとおり



 

報告があった。 

（協議会・企画運営委員会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。具体的な実施計画としては協議会・企画

運営委員会を２回ずつ開催、ＲＦＬＪブース出展、がん医療フォーラム開催、ＰＤＣＡ

サイクルの確保を行う。数字として評価できる指標は「がん診療で生じた医療安全に係

る事例を医療安全委員会等で検討した回数」。 

  →（県立総合病院） 

医療安全に係る事例の検討回数について、インシデントやアクシデントが多けれ

ば検討回数は多くなると思うし、逆に報告を怠っていて検討回数が少ないという

場合もあると思うが、検討回数は多い方、少ない方どちらが良いとするのか。 

（協議会・企画運営委員会） 

検討する場をしっかりと担保できているかを確認するための指標なので、多い方

が良いと考えている。 

（相談支援部会） 

   部会３回、ＷＧ２回、相談員研修会２回を開催予定。アクションプランは前年度の取り

組みを継続。滋賀の療養情報はＷＧにて情報を更新し、できるだけ多くの部数を確保で

きるよう努める。数字として評価できる指標は「がん相談窓口取り組み実施状況の充実」。 

 （地域連携部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みとほぼ同様だが、前立腺がんパスの見直しにも着

手予定。今年度は実務担当者会議をすでに実施しており、その他部会２回、ＷＧ４回開

催予定。数字として評価できる指標は「滋賀県がん地域連携クリティカルパスの適用率」。 

 （がん登録推進部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会２回、実務研修会４回を実施予定。

数字として評価できる指標は「がん登録情報の活用事例数」とし、情報活用のための統

計研修会開催と各病院の統計結果の発表を行う。 

 （診療支援部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを概ね継続。部会を３回開催予定。その他、がん

情報しがに治療法一覧やがん診療に関するトピックスを掲載、がんゲノム医療や妊孕性

温存の情報共有を行う。数字として評価できる指標は「がん情報サイトの閲覧回数」。 

 （研修推進部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会を３回開催予定。その他、がん看護

研修の実施、がんに関わる医療人の育成に係る研修の検討、がん情報しがへの講演会等

の情報の掲載と結果の集計を行う。数字として評価できる指標は「各医療機関、団体が

主催する講演会、研修会等の参加人数ならびに満足度」。 

 （緩和ケア推進部会） 

   アクションプランは前年度の取り組みを継続。部会３回、緩和ケア研修会８回、ＥＬＮ

ＥＣ－Ｊ研修２回、緩和ケアチーム研修会、世界ホスピスデー記念県民公開講座を開催

予定。ＥＬＮＥＣ－Ｊ研修は土曜日に参加しづらいという意見があり、２週連続日曜日

に開催とする。数字として評価できる指標は「緩和ケア研修会の受講率」。 

 

2. 第11回滋賀県がん医療フォーラムについて 

  第10回滋賀県がん医療フォーラムのアンケート結果などを基に作成した、第11回の企

画を提案。メインテーマは「がんと診断されてからの暮らし」とし、下記２点につい

て情報発信をする。 

・がんと診断されてからの暮らしについて知っておいて欲しいことを、食事や運動、

就労、代替医療、再発など様々な面で情報発信する。 

・「アドバンス・ケア・プランニング－これからの治療やケアに関する話し合い」の

重要性について情報発信する。 

   日時は令和２年２月８日（土）午後２時から。場所は近江八幡市の男女共同参画センタ

ー（Ｇ－ｎｅｔしが）。 



 

→（医師会） 

アドバンス・ケア・プランニングは、実際は病気になる前から考えるべきものだ

が、今回の案だと病気になってから考えるものだと捉えられるかもしれない。ニ

ュアンスを少し変えてみてはどうか。 

（がん患者団体連絡協議会) 

昨年のフォーラムを振り返ると、発表者が拠点病院から平等に登壇されていて、

それが中身をタイトにさせてしまっていると思った。もう少し時間に余裕を持た

せて、会場との質疑応答の時間などができる様、参加者の視点で考慮してはどう

か。 

（大津赤十字病院） 

アドバンス・ケア・プランニングに「人生会議」などを併記した方が良いと思う。 

提案した企画について概ね合意を得たので、頂いた意見を踏まえつつ企画を進めるこ

ととなった。 

 

3. 部会運営要領の一部変更について 

緩和ケア推進部会の花木部会長より、公立甲賀病院ががん診療連携拠点病院から外れ

た経緯などもあり、今年度から副部会長は滋賀医科大学医学部附属病院の遠藤先生に

お願いすることになった旨を報告。それに伴う部会運営要領の変更の承認を得た。 

 

4. リレー・フォー・ライフ・ジャパン2019 滋賀医科大学について 

協議会として毎年相談支援のブースを出展しているイベントで、今年度は10月12日

（土）、13日（日）に開催される。相談支援のブースを出展することの承認を得た。 

 

【報告事項】 

5. 国や都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会の動きについて 

7月10日（水）に国立がん研究センターで開催された都道府県がん診療連携拠点病院連

絡協議会の内容について一部紹介した。 

  ・臨床研究部会の廃止が提案され可決された。 

  ・がん薬物療法部会の新設が提案されたが、目標などを具体的にするためにまずは

    部会設置のための準備委員会を立ち上げることになった。 

 

6. 令和元年度滋賀県がん診療連携協議会の体制について 

 協議会の体制は今年度もこれまでと同様の体制で運営することを報告した（昨年度の

 第２回協議会で可決済）。 

 

7. 県からの報告事項等 

・滋賀県がん対策推進計画の２年目となる今年度の取り組みについて報告があった。 

・公立甲賀病院が地域がん診療病院として指定された（指定期間Ｒ1.7.1～Ｒ2.3.31）。

また、５つの病院で指定期間が１年となっているので、要件を満たして頂き、今年度

改めて推薦する予定。 

・がんゲノム医療について、７月に指針が改正された。がんゲノム医療拠点病院が新設

され、国は全国で30ヶ所程度の指定を予定している。 

・小児がん拠点病院について、今年４月から全国で15ヶ所が拠点病院に指定された。拠

点病院は地域ブロック協議会の設置や小児がん連携病院の指定を行う。地域ブロック

協議会で小児がん連携病院の指定要件について話し合われるので、随時情報提供をし

ていきたい。 

・今年度の新事業であるがん患者等就労支援サポート事業者表彰事業について説明があ

った。９月から募集を行い、２月に表彰予定。両立支援の推進を図っていきたい。 

・今年度の新事業である滋賀県がん患者調査事業について説明があった。調査結果を滋

賀県のがん対策に役立てるとともに、がん患者白書という形で公表し、県民のがんへ



 

の関心と理解を深めたい。各病院には調査票の配布など協力をお願いしたい。 

・今年度の新事業である小児がん専門相談派遣事業について説明があった。６月から月

１回（予約制）行っている。各病院には周知をお願いしたい。 

→（県立総合病院） 

アンケート（がん患者調査）は順調か。現在の進捗状況を教えてほしい。 

（県健康医療福祉部） 

配布期間、配布数などを各病院に検討してもらっているところ。アンケート（調

査票）については大きな変更はないが、頂いている意見を踏まえて、患者さんに

とってわかりやすいものにする。 

 

【その他】 

（がん患者団体連絡協議会） 

 ・ピアサポーター養成講座が８月30日に開講する。講義、患者サロン、フォローアップ研修

など全９回を予定している。各病院には協力をお願いしたい。 

 ・長浜赤十字病院で前立腺がんを診断され、治療法について悩んでいた患者さんが、看護師

さんより市立長浜病院のがん患者サロンを紹介された。その患者さんは実際にサロンに参

加し、意見交換を経て治療法を決めることができた。病院間の連携がうまくいっている好

事例を報告した。 

（滋賀医科大学医学部附属病院） 

   「がんと共に生きる」というのが今のキーワードのひとつになっていると感じる。がん

に限ったことではないが、病気を抱えた人がその人らしく生きられる支援が必要。がんに

なっても住み慣れた地域に根を張って生きることができるという点で滋賀県の事業はし

っかりしていると思う。 

   また、インターネットなどにはデータに基づかない情報が多く載っていることから、

我々はしっかりと情報提供をすることが重要である。データの蓄積や働き方改革が進め

ば、高度医療や手術はある程度集約化されると思うので、そういう面でも情報提供は重要

である。また、放射線などの大型の医療機器についても進歩していけば、どの病院も導入

できるわけではなくなる。ある程度棲み分けをしながら、それぞれの病院でできる治療や

導入する機器について、お互いに協議していくことが必要になると思う。 

（大津赤十字病院） 

   協議会・企画運営委員会の今年度の評価指標を「医療安全に係る事例の検討回数」に変

えたことは質の向上に繋がると思う。ただ、がんに特化した事例の検討回数を拾い上げる

ことは容易ではないと思うので、数字の信憑性についても検討してもらいたい。 

   また、がん診療連携拠点病院の指定要件について、審査が厳しくなり指定期間が１年の

病院が複数ある。拠点病院はしっかりと県を支えていかなければならないので、厳しい要

件ではあるが、要件を満たせるように共に頑張っていきたい。 

そ の 他 【次回開催予定】 

  日時 令和２年３月24日（火） 午後２時～ 

  場所 クサツエストピアホテル 瑞祥の間 

 以上のとおり報告します。                          令和元年８月27日 

 

がん診療連携協議会 会長 一山 智 


